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研究の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 研究主題 

自分の考えを持ち、生き生きと表現する子をめざして 

～考える力を中核とした読む力・書く力の育成を通して～ 

 

 
２ 研究のねらい 

平成１６年に公表されたＰＩＳＡ調査の結果で、わが国児童の読解力の低下が明らかになった。

ＰＩＳＡ型の読解力は、「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に社会に

参加するために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟考する能力」と定義されており、実用的

かつ社会参加の基盤となる力としてとらえられている。これは、現行学習指導要領がねらいとして

いる「生きる力」「確かな学力」と同じ方向性にある。 
本校の児童は、読書に親しみ、漢字や計算の基礎的な力はついているが、基礎学力調査の結果か

ら、細かい点に注意して文章を正しく読む能力や、要旨をまとめたり、考えを書いたりする能力が

不足していることがわかった。このことから、「読む力」にとどまらず、「書く力」や特に「考える

力」と関連した部分に課題があると考えられる。これは、ＰＩＳＡ型読解力の求める方向とも一致

している。 
そこで、本校の研究主題である「自分の考えを持ち、生き生きと表現する子」を実現するために、

読解力に焦点をあて、「考える力を中核とした読む力・書く力の育成を通して」を副題にすえて研

究を進めることとした。自分の考えを持ち論理的に意見を述べる能力、目的や場面などに応じて適

切に表現する能力、目的に応じて的確に読み取る能力や読書に親しむ態度を育てることが、しっか

りとした自分の考えを持ち、生き生きと表現することにつながっていくと考える。 
文章や資料を単に読むだけでなく、考えながら読んだり、読んで考えたことを書いたりすること

を大切にし、学校の教育活動全体で、各教科等の指導を通して、考える力を中核とした読む力・書

く力を育成し、「自分の考えを持ち、生き生きと表現する子」を育てていきたい。 

 

３ 研究組織 
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４ 研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

読書活動 各教科・領域 

 
読む力と書く力を支える「全

校的活動の推進」につとめれ

ば、 

 
読み書きや、発表の技能を高

め、基礎・基本を確実に定着さ

せるとともに、読解力向上につ

ながる基盤を作ることができ

るであろう。 
 

 
国語科を中核に据え、各教

科・領域を通して「読む力と書

く力の育成」につとめれば、 

 

様々なテキストを理解･評価

しながら読み取り、根拠をもと

に、自分の考えを説得力を持っ

て表現できる児童が育つであろ

う。 
 

 
「絶えず本を読み続ける読

書生活」を教育課程の工夫で支

えていけば、 

 

児童の豊かな読書生活が築

かれるとともに、読解力を深く

支える基礎的な力が育まれる

であろう。 

 

仮説２ 仮説１ 仮説３ 

全校的活動 

 

自分の考えを持ち､生き生きと表現する子をめざして 
～考える力を中核とした読む力・書く力の育成を通して～ 
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幅広いテキスト 

５ 研究の内容 

読解力向上に向けて、「授業研究」を中心に据え、それを支える役目として「読書活動」「全校的

活動」を位置づける。さらに、文部科学省の読解力向上プログラムに示された「指導の改善の方向」

の共通理解を図り、各教科・領域にわたって「７つの指導のねらい」に沿った授業研究と日常の授

業の改善に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・読解力に関わる年間指導計画の作成    ・授業改善の指導例作成と実践 

  ・授業研究と日常の授業の改善       ・ふりかえりタイムの実践 

  ・読解力アンケートの実施         ・話し方、聞き方の指導 

 

 

 

 

 

 

・授業の中での読書活動        ・読解力向上リテラシータイム 

  ・読み聞かせ                （毎週金曜日の帯時間）  

  ・ブックボックス           ・学年発表････音読、朗読、詩の暗唱等  

  ・図書委員会の活動             （各学年 年２回）      

  ・朝読書（毎日実施）         ・全校漢字計算テスト  

  ・家族読書                 （各学期毎）        

  ・読書記録ファイル          ・生活習慣の確立････朝食、起床、就寝   

                     ・家庭学習の充実（強化週間年３回） 

    

   

 

読書活動 

ア テキストを理解･評価しながら読む力を高めること 

 （ア） 目的に応じて理解し、解釈する能力の育成･･①    
（イ） 評価しながら読む能力の育成･･･②    
 （ウ） 課題に即応した読む能力の育成･･･③  
イ テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること 
 （ア） テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成･･･④ 
 （イ） 日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成･･･⑤ 
ウ 様々な文章や資料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたり 

する機会を充実すること 

 （ア） 多様なテキストに対応した読む能力の育成･･･⑥       
 （イ） 自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成･･･⑦ 

全校的活動 

授業研究 

家庭・地域社会 
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研究の実践 
 

 

 

 

【授業研究推進部】 

【読書活動推進部】 

【全校的活動推進部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【授業研究推進部】 

１ 具体的な実践 

（１）年間指導計画の作成（資料１）（※研究資料集参照） 

「読解力向上に関する指導資料」に示された「７つの指導のねらい」を、どの単元でどのように

扱うのかということについて、学校としての指針を整理するため、年間指導計画を作成した。国語

科を中心に、読書活動・読解力向上リテラシータイムを含む各教科領域にわたって、教材を「読解

力向上・育成」の視点から見直した。 
（資料１）第６学年 読解力に関わる年間指導計画 

         ４ ５ ６ ７ ９ １０ 

カレーライス 
ア(ア) 
登場人物の心情を叙
述に即して読む。 
 
 
 
 

短歌・俳句の世界 
ア(ア) 
短歌・俳句の優れた
表現を味わい、音読
を通して文語の調子
に親しむ。 

ガイドブックを作ろう 
イ(ア) 
分かりやすい構成や絵、
文章などの配置を考え
て書く。 
学級討論会をしようウ
(イ)自分の考えや理由を
はっきりさせて参加する。 

本は友達 
ア(ウ) 
さまざまなジャンル
の本に親しみ、読書
紹介のために必要な
事柄に注目して読み
返す。 
 

みんなで生きる町 
イ(ア) 
多くの読み手に提案
内容が伝わりやすい
ように組み立てを工
夫してまとめる 

やまなし 
ア(ア) 
情景を、叙述に
即して想像し
ながら読む 
 
 

国
語 

毎月の暗唱 ア(ア) 月ごとに、季節にあった内容の詩の暗唱に取り組む。    

読
書
活
動 

「家族」をテーマに
した本を読もう 
カレーライス 
野鳥を調べよう 
総合  

文語の表現を味わお
う 
短歌・俳句の世界 

 自然についての考え
を深めよう 
 森へ 
 本は友達 

 宮沢賢治の世
界をさぐろう 
 やまなし 
他 

リ
テ
ラ

シ
ー 

言語事項（漢字） 
言葉のきまり・作文 

言語事項（漢字） 
言葉のきまり・説明文 

社
会 

  
 

戦国の世の統一ア(ウ)信長・秀吉・家
康についての討論会を行う。 

  

算
数 

  単位量あたりの大きさ 
ウ(ア)単位量あたりの
考えを使った場面を見
つける。 

単位量あたりの大き
さ ア(ア)いろいろ
な速さについて調べ
て発表する。 

 どんな計算になるの
かな   イ(ア)図や表の
よさに気付き、図や表
を使い考える。 

 

 

（２）読解力向上をめざす指導例（資料２）（※研究資料集参照） 

文部科学省が示した「読解力を高める具体的な指導例」等を参考にし、「７つの指導のねらい」

に沿って、各自が具体的な指導例を３例作成し、指導例に基づいて授業実践を行った。 
（資料２） 教科等名 算数 対象学年 ６年 

改善の方向 イ（ア） テキストを利用して、自分の考えを表現する能力の育成 

【指導のねらい】石の体積の求め方を表した図を見て、その内容を理解し、読み取ることを通して、読

み取ったことを論理的に述べる能力を育成する。 
《テキスト》 

石の体積の求め方を表した図 
 
 
 
 
 
文のまとめ方プリント 
 
 
 

《主な学習内容》 

● 石の体積の求め方を表した図を見て、その表

していることを読み取る。 
● 段階を追いながら、読み取ったことを発表す

る。 
● 図の中のどの部分のことを言っているのか、

自分の考えと比べながら友だちの発表を聞

く。 
● 読み取ったことを、文にまとめる。 
（習熟度別少人数指導のじっくりコースのため、

ヒントの多いプリントを配布して記入させ

た。） 

①（  ）、         の中に水を入れる。 
②（  ）、水を入れた水槽の中に     を入れる。 
③（  ）、石の体積のぶんだけ、水が        
④（  ）、持ち上がったぶんの        を求め

れば、石の体積が分かる。 

４ 



（３）授業研究 
授業研究については、先に述べた「読解力向上のための７つの指導のねらい」に沿って、授業の

改善に取り組んだ。18年度は、国語科を中心に算数、理科、社会、道徳等さまざまな教科領域の授
業研究を行った。その中で、低学年は「テキストの内容を正確に読み取り、理解する力」をつける

ことを中心に取り組むことが大切であることが確認された。また、中・高学年ではそれに加えて、

「根拠をもとに、自分の考えを説得力を持って表現する力」をつけていきたいと考えた。そこで、

19年度は、教科を「国語、社会、算数」の 3つに絞って研究を深めることにした。 
① 実践例１ 

第5学年 社会 「気候の違いとくらし」 
【改善の方向】   イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成 

【指導のねらい】 
  十日町市と那覇市の 2月の 2枚の写真をもとに、気候の違いに気付き、そこでくらす人々の生
活の工夫を調べようという課題意識を持つ。 

【読解力向上に向けた授業改善の視点】 
  読解力向上に向け、十日町市と那覇市の写真をもとに、既に身につけた知識や経験から、それ

ぞれの市にふさわしい雨温図のグラフを選ぶ活動を取り入れた。理由をはっきりさせて発言でき

るように「論拠を探すために読む」という視点でグラフを読む力を育てたい。 
《テキスト》 
十日町市と那覇市の 2月の写真        平年気温と降水量のグラフ 

 
 
 
 
                   １北海道   ２新潟   ３シドニー  ４沖縄 
 Ａ 十日町市    Ｂ 那覇市    

 
《学習活動》 
１．Ａ、Ｂの写真を比べて気付いたことを発表する。 
・Ａは冬でＢは夏。   
・Ａは家の屋根に雪がある。Ｂは花や木がたくさん。 
・Ａの服装は、ジャンパー、長靴。Ｂは、半そで半ズボン。  
・Ａの空は暗いがＢは明るい。 

２．どちらも 2月の写真と言うことから、Ａ、Ｂの写真はそれ 
ぞれどこか考える。 
・Ａは新潟県の十日町市、Ｂは沖縄県の那覇市。 

３．4枚の中から、Ａ、Ｂの気温と降水量のグラフはどれか考える。 
・Ａは、1番。わけは、平均気温の 2月は０℃以下だから。 
・Ａは、2番。わけは、前に見たグラフで、冬にマイナスがあるのは北海道だけだったから。 
・日本海側で雪が降るから、冬に降水量が多いはず。だから、Ａは、2番。・・・以下略 

４．雪の多い地方と暖かい地方のくらしでは、どのような違いがあるか考える。 
・写真を見ると、寒い地方の家の屋根の角度は、急だ。 
・あたたかい地方は、冬でも海に入れるかもしれない。 
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・気候によって、子どもの遊びが変わると思う。 
５．調べてみたい課題を考える。 
・暮らしの違いがあるはずだ。  
・僕は、那覇市を調べてみたい。 
 

② 実践例２ 

第６学年 算数 「比例」 
【改善の方向】   ア（ウ）課題に即応した読む能力の育成 

【指導のねらい】 
  身の回りから、伴って変わる 2つの数量を見つけてその関係を考える。 
【読解力向上に向けた授業改善の視点】 
  身の回りの様々な事象から、「□が変わると○も変わる」という、伴って変わる 2量を見つけ
出す活動を通して、課題に沿って読み取る力を育成する。 
《テキスト》 
 ○伴って変わる 2量のテキスト（ビデオ、写真、パソコン他） 
 
 
 
 
 
    水槽に水を入れているビデオ         パソコンの映像           写真    
 ○ヒントコーナー（伴って変わる量を見つけだせない児童への支援のコーナー） 
 
 
 
 
 
 
 
《学習活動》 
１．水槽に水を入れているビデオを見て、伴って変わる量について考える。 
  ・時間が変わると、水の深さも変わる。 
２．様々なテキストから、伴って変わる 2つの量を見つけだす。 
  ・水のかさと重さ 
  ・くぎの本数と重さ 
  ・鉛筆を使った長さと残りの長さ 
３．身の回りから、伴って変わる 2量を見つけだす。 
  ・お菓子の個数と代金   
 ・昼の長さと夜の長さ 
  ・本を読んだページ数と残りのページ数    ・円の直径と半径 
  ・走った時間と距離             ・タイヤの回転数と進んだ距離 
４．伴って変わる 2量について仲間分けする。 
  ・表に表して調べてみよう。 
    ～以下略～ 

 

６ 




